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研究成果の概要（和文）：数百の分子量サイズで人工設計された合成容易な単一分子触媒は、基質一般性に優れ
るものの選択性では酵素に及ばない。本研究課題では、酸塩基複合化学を基盤に、非共有結合性相互作用、共鳴
効果、誘起効果、動的平衡を活かし、予め分子設計した小分子の酸と塩基から自己組織化によってin situで数
千の分子量サイズの超分子構造を組み上げ、従来の単一分子触媒と同程度の合成労力で、酵素に匹敵あるいは凌
駕する高次選択能を有するナノサイズの触媒（数~10 nm）を創製した。

研究成果の概要（英文）：High-performance supramolecular catalysts were rationally designed using 
non-covalent bonding interactions such as hydrogen bonding, halogen bonding, ionic interaction, 
resonance effect, pi-cation interaction, etc. based on acid-base combination chemistry.  These 
nano-size catalysts were superior to small unimolecular catalysts regarding the selectivity and 
turn-over frequency.

研究分野： 有機合成化学

キーワード： 酸塩基複合化学　ナノ触媒　均一触媒　分子認識　選択性　超分子　酸　塩基

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
医農薬品、香料、接着剤、塗料、液晶、有機伝導体等のファインケミカル、機能性材料の開発・合成に携わる研
究者は標的化合物を合成するための最も優れた触媒を求めているのであって、必ずしも汎用性の高いレディメイ
ド触媒を求めているわけではない。本研究課題の成果である、従来の単一分子触媒を凌駕するテーラーメイド超
分子触媒は合成困難な有機化合物を短時間で効率のよい合成を可能にするため、環境低負荷型精密有機合成技術
を格段に向させる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



 

 

様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 数万から数十万の分子量を誇る酵素は、精巧な鍵穴を有し、穏やかな反応条件下、基質特異

的かつ立体特異的に反応を促進させることができる。こうした優れた機能を有する酵素に着目

し、有機合成に利用しようとする研究開発は古くから行なわれており、その有効性も示されて

いるが、適用範囲はかなり限定的である。有機合成上必要な機能を有する酵素を探索すること

の困難さがその理由の一つであるが、たとえ酵素の一部を改変することができても、やはり限

定的であり、ましてや自在に酵素タンパクを設計・合成することの困難さと非効率さが最も大

きな理由であろう。一方、数百の分子量サイズで人工設計された合成容易な単一分子触媒（化

学触媒）は、基質一般性に優れるものの選択性では酵素に及ばない。本研究課題では、酸塩基複

合化学の概念を用い、予め分子設計した小分子の酸と塩基から自己組織化によって in situ で

数千の分子量サイズの超分子構造を組み上げ、従来の単一分子触媒と同程度の合成労力で、酵

素に匹敵あるいは凌駕する高次選択能を有するナノサイズの触媒（数 nm〜10 nm）の創製を目指

す。言い換えれば、酵素や単一分子触媒では達成困難な高次選択的反応を制御するための鍵穴

と触媒活性点を有する超分子触媒の開発である。成功すれば、環境低負荷型精密有機合成技術

は格段に向上する。酵素に匹敵あるいはそれを凌駕する人工酵素を目的に応じてテーラーメイ

ドできる合成技術の確立が求められる。この触媒的合成技術を利用すれば、合成困難な有機化

合物を短時間で効率よく合成できるため、医農薬品、香料、接着剤、塗料、液晶、有機伝導体等

のファインケミカル、機能性材料の開発・生産性が向上する。これまでの触媒開発の分野では、

基質一般性の広い汎用性の高い触媒を追い求めてきた経緯がある。言わば、レディメイド触媒

である。比較的安価で実用的なレディメイド触媒は、単純な構造を有する化合物をターゲット

にする場合に適しているものの、複雑な構造を有する化合物を選択的に合成したい場合には限

界がある。そのような場合、直接的な合成ルートを断念し、多段階を必要とする別ルートに甘

んじることとなる。しかし、その達成困難な直接的な合成ルートを可能にするテーラーメイド

触媒があれば、基質特異的で高価な触媒であっても開発するメリットはあるであろう。本研究

課題はこのテーラーメイド触媒の開発を目的にした。例えば、企業や全合成の研究室のように

ターゲット指向の研究者は標的化合物を持っていてそれを合成するための最も優れた触媒を求

めているのであり、必ずしも汎用性の高い触媒を求めているのではない。レディメイド触媒で

十分な反応性と選択性が得られない場合、その反応用の触媒がテーラーメイドできるのであれ

ば必ずや使用したいというニーズがあるはずである。こうした高難度な反応制御を可能にする

テーラーメイド触媒の合理的設計法の確立を目指した。 
 
２．研究の目的 
 数万から数十万の分子量を誇る酵素は、精巧な鍵穴を有し、穏やかな反応条件下、基質特異的
かつ立体特異的に反応を促進させることができる。一方、数百の分子量サイズで人工設計された
合成容易な単一分子触媒は、基質一般性に優れるものの選択性では酵素に及ばない。本研究課題
では、酸塩基複合化学を基盤に、非共有結合性相互作用、共鳴効果、誘起効果、動的平衡を活か
し、予め分子設計した小分子の酸と塩基から自己組織化によって in situ で数千の分子量サイ
ズの超分子構造を組み上げる。この手法を用いれば、従来の単一分子触媒と同程度の合成労力で、
酵素に匹敵あるいは凌駕する高次選択能を有するナノサイズの触媒（数 nm〜10 nm）を創製でき
るはずである。言い換えれば、酵素や単一分子触媒で達成困難な高次選択的反応を制御するため
の鍵穴と触媒活性点を有するテーラーメイド型超分子触媒の開発を研究目的とする。 
 
３．研究の方法 
 研究代表者が自らの研究の指針
として確立しつつある酸塩基複合
化学を基盤に、非共有結合性相互
作用、誘起効果、動的平衡を活か
したナノサイズの超分子触媒の設
計し、従来法では実現困難な高次
選択性と高い触媒活性を発現する
高機能触媒の開発を研究目的に以
下の研究計画・方法を以下の 3 つ
に分けて提案する：(1)酸塩基複合
型酸触媒を用いる高次選択的環化
付加反応などの開発（石原・波多
野グループ）、(2)酸塩基共役型／
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図1. 酸塩基複合化学を基盤とする触媒設計



 

 

非共役型二重活性化触媒を用いる高次選択的ポリエン環化反応などの開発（石原グループ）、(3)
イオン対型酸化触媒を用いる高次選択的脱水素カップリング反応などの開発（石原・UYANIK グ
ループ）。いずれの研究計画も、高機能発現には触媒活性中心近傍のナノ空間制御が鍵となる。 
 研究代表者はこれまでの自らの研究を通して触媒設計に有効な酸塩基複合化学を確立しつつ
ある（図 1）。酸塩基複合触媒は大きく 2 つのタイプ、即ち、(1)塩基によってイオンペアとして
活性化するタイプと(2)酸と塩基が非共役あるいは共役の関係で二重活性化するタイプに分ける
ことができる。前者には n—カチオン、π—カチオン、アート錯体、プロトニウム塩、ハロニウム
塩、オニウム塩などが該当する。後者はさらに弱酸と弱塩基がそれぞれ独立に反応活性化に寄与
するタイプと酸点と塩基点が共役関係にある場合に分けることが出来る。酸塩基が共役する場
合は環状遷移状態としての活性化が期待できる。本研究計画では、この酸塩基複合化学（図 1）
を基盤に、非共有結合性相互作用（水素結合、ハロゲン結合、イオン結合、n–カチオン、π–カチ
オン、π−π、疎水性、親水性、フルオラス性、etc.）、誘起効果、動的平衡を活かしたナノサイズ
の超分子触媒の設計し、従来法では実現困難な高次選択性と高い触媒活性を発現する高機能触
媒の開発を研究目的にする。高機能発現には触媒活性中心近傍のナノ空間制御が最重要となる。 
 研究実施体制を図 2 に示す。石
原が研究代表者として全体を統括
する。研究グループを石原グルー
プ、石原・波多野 グループ、石原・
UYANIKグループの 3つに分ける。
石原グループでは酸塩基複合型塩
基触媒を、石原・波多野 グループ
では酸塩基複合型酸触媒を、石原・
UYANIK グループではイオン対型
酸化触媒を用いた選択的反応の開
発研究を実施する。また、技術補佐員が、研究室で保有する分析機器の保守・サンプル測定、理
論計算化学解析などをサポートする。総勢 25 人程度の叡智を結集して取り組んだ。なお、波多
野准教授は 2020 年度に神戸薬科大学教授として栄転、Uyanik 助教は 2020 年度に名古屋大学准
教授に昇進した。 
 
４．研究成果 
 以下、代表的な研究成果について、触媒のタイプ別にまとめる。 
【酸塩基複合型酸触媒】 
酸塩基複合型
Lewis 酸触媒を
用いる高次選択
的環化付加反応
の開発（石原・波
多野グループ）： 
研究代表者らは
2011 年に酸塩基
複合型酸触媒を
用いα ,β-エナ
ールと環状ジエ
ンとのエナンチ
オ選択的かつエ
ンド／エキソ選
択的 Diels–Alder
反応の開発に世
界に先駆けて成
功した。この超
分子ナノ触媒は
光学活性ビナフ
トール系配位
子、ボロン酸、ト
リス（ペンタフ
ルオロフェニ
ル）ボランから
in situ で調製す
ることができ、
精密な空間制御
が可能である。
本研究課題で
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Angew. Chem. Int. Ed. 2020, 59(40), 17641–17647.
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は、この研究成果を発展させて、プロピナール（HCCCHO）をジエノフィルとするエナンチオ選
択的 Diels–Alder 反応の多重選択性を制御できる超分子触媒 1を開発した（図 3）。プロピナール
をジエノフィルに用いる環状ジエンとの Diels–Alder 反応では、アルキンが環状ジエンと 2 回反
応し得る。しかも、2 回目の Diels–Alder 反応が 1 回目よりも早いため、従来技術ではモノ付加
体を基質選択的に合成することができなかった。今回、酸塩基複合型 Lewis 酸触媒 1を用いるこ
とで、1 回目の Diels–Alder 反応のみエナンチオ選択的に活性化し、基質選択的に光学活性モノ
付加体を得ることに成功した。キラル Lewis 酸触媒 1のホウ素 Lewis 酸点近傍の超空間制御が鍵
となった。光学活性モノ付加体は医薬品の合成中間体及び新奇光学活性ポリマーの原料等とし
て有用である（図 3）。 
酸塩基複合型 Brønsted 酸触媒を用いる高次選択的環化付加反応の開発（石原・波多野グループ）： 
研究代表者らは光学活性 BINOL 由来のキラルリン酸と BBr3から in situ で調製される酸塩基複
合型 Brønsted 酸触媒 2 を用いて 1,2-ジヒドロピリジンとアクロレインとのエナンチオ選択的
Diels–Alder 反応に成功した。生成物はタミフルなどの医薬品中間体として有用である（図 3）。 
酸塩基複合クラスター型 Brønsted 酸触媒を用いるエナンチオ選択的[4+2]環化反応の開発（石原・
波多野グループ）： 研究代表者らは光学活性 3,3’-Ar2-BINSA3、Mg(OEt)2、KOt-Bu を 3:1:3 のモ
ル比で混ぜて in situ で調製される酸塩基クラスター型キラル Brønsted 酸触媒を用いて N-Boc-ア
ルジミンとスチレンとの[4+2]環化反応を開発した。生成物は syn-及び anti-β-アミノアルコール
へ変換することができ、医薬品中間体として有用である（図 3）。 
キラルπ–Cu(II)触媒によるカルボニル化合物のエナンチオ選択的α-フッ素化反応の開発（石原
グループ）： 研究代表者らは L-アリールアラニン由来のアミドをキラル配位子にキラルπ–
Cu(II)触媒 4 を in situ で調製し、Selectfluor を求電子フッ素化剤に用いて、N-アシルピラゾール
のエナンチオ選択的α-フッ素化反応を開発した。π–Cu(II)相互作用により Cu(II)の Lewis 酸性
が向上すると同時に Cu(II)近傍に不斉場が生じる点が特長である。またフッ素化生成物をアミド、
エステル、ケトン、アルコールへと容易に変換できる点が合成上の利点である（図 3）。 
 
【酸塩基共役型二重活性化触媒】 
酸塩基共役型 Lewis 塩基触媒（石原・波多野グループ）： 研究代表者らはキラルリチウムフェ
ノキシド触媒 5 を用いてケトンのエナンチオ選択的シアノシリル化反応を開発した。シリルシ
アノ化剤として Me3SiCN と LiCN から in situ で調製される超原子価シリルシアノ化剤
[Li]+[Me3Si(CN)2]-を用いて反応性を高めた上で、エナンチオ選択的反応を触媒制御した点で画期
的である（図 4）。 
酸塩基共役型酸
化触媒（石原・
UYANIK グルー
プ）： 研究代表
者らは 4,5-ジメ
チル IBS 触媒 6
を用いて 2-アル
キルフェノール
の 2 位選択的酸
化反応を開発し脱芳香族基化に成功した（図 4）。 
 
【酸塩基非共役型二重活性化触媒】 
キラル酸塩基非共役型二重活性化触媒を用いるエナンチオ選択的ハロ環化反応（石原グルー
プ）： キラルアミドホスフェート 7を Lewis 塩基触媒に、ハロ琥珀酸イミド(XBS)を Lewis
酸に用い、分子状ヨウ素を二重活性化することで、in situ でキラルヨードニウムカチオンを
発生させ、これを活性種にエナンチオ選択的ヨード環化反応を開発した。さらに、1,3-ジブ
ロモ-5,5-ジメチルヒダントイン(DBH)をブロモ化剤に、キラルアミドホスフェート 7 を
Lewis 塩基触媒に in situ で活性化し、キラルブロモニウムイオンを発生させ、これを活性種
にエナンチオ選択的ブロモ環化反応を開発した。これらの反応では活性種を発生させる駆
動力としてハロゲン結合を世界に先駆けて利用した。なお、現在、同様な方法で鎖状テルペ
ノイドのバイオミメティックハロポリエン環化反応の検討をしており、ある程度の成果を
得ている（現在進行中、石原グループ）（図 5）。 
キラル酸塩基非共役型二重活性化触媒を用いる α,β-不飽和カルボン酸のエナンチオ選択的
Michael 付加反応（石原グループ）： BINOL 由来のキラル二級アミン 8とボロン酸 9の二重
活性化触媒を用いてシクロアルカノンの α,β-不飽和カルボン酸へのエナンチオ選択的
Michael 付加反応を開発した。この反応で、α,β-不飽和カルボン酸はボロン酸と反応しアシ
ロキシボロン中間体として活性化され、シクロアルカノンは 8 と反応しエナミンとして活
性化される。Michael 付加反応によって生じた光学活性 5-オキソカルボン酸はヨウ化アンモ
ニウム触媒 10と過酸化水素の存在下、高ジアステレオ選択的にスピロラクトンへと変換さ

Angew. Chem. Int. Ed. 2017, 56, 3956–3960.
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れた（図 5）。 
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ード Lewis 酸－
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択的 Conia-エン
環化反応（石原
グ ル ー プ ）： 
α,β-不飽和カル
ボニル化合物
とプロパルギ
ルアミンとの
Michael 付加反
応とエナンチ
オ 選 択 的
Conia-エン反応
のワンポット
タンデム型反
応を開発した。
α,β-不飽和カル
ボニル化合物
の活性化には
キラルハード
Lewis 酸 11が、
プロパルギル
アミンの活性
化にはソフト
Lewis 酸 AgOTf
が有効に作用
し、酸触媒を単独で用いても反応は進行しなかった（図 5）。 
 
【イオン対型触媒】 
イオン対型酸化触媒を用いる高次選択的脱水素カップリング反応の開発（石原・UYANIK グ
ループ）： 既に研究代表者らは触媒量のヨウ化第四級アンモニウムと酸化剤に過酸化水素
あるいはアルキルペルオキシドを用い、分子内及び分子間脱水素炭素−酸素カップリング反
応に成功している。また、光学活性ヨウ化第四級アンモニウムを触媒前駆体に用い、エナン
チオ選択的分子内炭素−酸素カップリング反応にも成功し、2010 年と 2014 年に Science に論
文発表している。触媒活性種は次亜ヨウ素酸アニオンであり、その対カチオンである第四級
アンモニウムイオン近傍の反応場が不斉を誘起する。本研究では ortho-アルキルフェノール
から ortho-キノンメチドへの酸化的変換にヨウ化第四級アンモニウム 10／アルキルペルオ
キシドの触媒系が有効で
あり、ortho-キノンメチド
経由による様々なタンデ
ム型変換反応を開拓した
（図 6）。また、ヨウ化第
四級アンモニウム 13／過
酸化水素の触媒系を用
い、安価なナトリウムア
ジドを反応剤にジカルボ
ニル化合物のα位へのア
ジド化反応に成功した
（図 6）。β-ケトカルボン
酸を基質に用いると脱炭
酸を伴うアジド化反応が
進行し α-アジドケトンが得られたのは特筆すべき成果である。 
鉄(III)触媒を用いるラジカル[4+2]および[2+2]環化反応の開発（石原グループ）：Fe(III)によ
るアネトールの一電子酸化によって in situ で生成するラジカチオン中間体 14の X 線結晶構
造解析に成功し、レジオ選択的[4+2]および[2+2]環化反応を開発した（図 6）。酸触媒や熱条
件による反応と逆のレジオ選択性が発現する点が特徴である。 
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 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Masato Miyajima, Kotaro Satoh, Takahiro Horibe, Kazuaki Ishihara. Masami Kamigaito 142

 １．著者名



2020年

2020年

2020年

2020年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

10.1002/ajoc.201900749

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Cationic Iron(III) Salt as an Initiator for Radical Cation‐induced [4+2] Cycloaddition

Asian Journal of Organic Chemistry 395～398

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Takahiro Horibe, Shuhei Ohmura, Kei Katagiri, Kazuaki Ishihara 9

 １．著者名

10.1021/acs.orglett.0c01735

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Halogen-Bonding Interaction between I2 and N-Iodosuccinimide in Lewis Base-Catalyzed
Iodolactonization

Organic Letters 4888～4892

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Takahiro Horibe, Yasutaka Tsuji, Kazuaki Ishihara 22

 １．著者名

10.1002/anie.202007180

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
One‐Pot Tandem Michael Addition/Enantioselective Conia‐Ene Cyclization Mediated by Chiral
Iron(III)/Silver(I) Cooperative Catalysis

Angewandte Chemie International Edition 16470～16474

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Takahiro Horibe, Masato Sakakibara, Rin Hiramatsu, Kazuki Takeda, Kazuki Ishihara 59

 １．著者名

10.1002/anie.202007639

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Enantioselective 1,4‐Addition Reaction of α,β‐Unsaturated Carboxylic Acids with
Cycloalkanones Using Cooperative Chiral Amine-Boronic Acid Catalysts

Angewandte Chemie International Edition 17256～17260

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Takahiro Horibe, Takashi Hazeyama, Yutoi Nakata, Kazuki Takeda, Kazuaki Ishihara 59

 １．著者名



2019年

2020年

2020年

2019年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

10.1021/acscatal.9b04322

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
High-Performance Ammonium Hypoiodite/Oxone Catalysis for Enantioselective Oxidative
Dearomatization of Arenols

ACS Catalysis 11619～11626

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Muhammet Uyanik, Takehiro Kato Takehiro, Naoto Sahara, Outa Katade, Kazuaki Ishihara 9

 １．著者名

10.1038/s41557-020-0433-4

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Chemoselective oxidative generation of ortho-quinone methides and tandem transformations

Nature Chemistry 353～362

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Muhammet Uyanik, Kohei Nishioka, Ryutaro Kondo, Kazuaki Ishihara 12

 １．著者名

10.1002/adsc.201901337

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Radical‐Cation‐Induced Crossed [2+2] Cycloaddition of Electron‐Deficient Anetholes Initiated
by Iron(III) Salt

Advanced Synthesis & Catalysis 960～963

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Takahiro Horibe, Kei Katagiri Kei, Kazuaki Ishihara 362

 １．著者名

10.1021/acs.orglett.9b04324

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Chemoselective Oxidative Spiroetherification and Spiroamination of Arenols Using I+/Oxone
Catalysis

Organic Letters 560～564

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Muhammet Uyanik,  Naoto Sahara, Outa Katade Outa, Kazuaki Ishihara 22

 １．著者名



2019年

2019年

2019年

2018年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

10.1002/asia.201800341

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Synthesis of 1,1′-Spirobiindane-7,7′-Disulfonic Acid and Disulfonimide: Application for
Catalytic Asymmetric Aminalization

Chemistry - An Asian Journal 2378～2381

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Takumaru Kurihara, Shun Satake, Manabu Hatano, Kazuaki Ishiharai, Tatsuhiro Yoshino, Shigeki
Matsunaga

13
 １．著者名

10.1002/ajoc.201900104

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ５．発行年 ２．論文標題
Tris(pentafluorophenyl)borane‐Assisted Chiral Phosphoric Acid Catalysts for Enantioselective
Inverse‐Electron‐Demand Hetero‐Diels‐Alder Reaction of α,β‐Substituted Acroleins

Asian Journal of Organic Chemistry 1061～1066

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Manabu Hatano, Tatsuhiro Sakamoto, Takuya Mochizuki, Kazuaki Ishihara 8

 １．著者名

10.1021/acscatal.9b04322

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
High-Performance Ammonium Hypoiodite/Oxone Catalysis for Enantioselective Oxidative
Dearomatization of Arenols

ACS Catalysis 11619～11626

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Muhammet Uyanik, Takehiro Kato, Noto Sahara, Outa Katade, Kazuaki Ishihara 9

 １．著者名

10.1039/c9cc07834g

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
An enantioselective oxidative coupling reaction of 2-naphthol derivatives catalyzed by chiral
diphosphine oxide-iron(II) complexes

Chemical Communications 13677～13680

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Takahiro Horibe, Keita Nakagawa, Takashi Hazeyama, Kazuki Takeda, Kazuaki Ishihara 55

 １．著者名



2016年

2016年

2016年

2019年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Designer C2-symmetric Chiral Diamide-type Organoiodine Catalysts

TCI MAIL 2～14

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Muhammet Uyanik and Kazuaki Ishihara No. 182

 １．著者名

10.1055/s-0035-1561362

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Enantioselective Diels-Alder Reaction Induced by Chiral Supramolecular Lewis Acid Catalysts
Based on CN・・・B and PO・・・B Coordination Bonds

Synlett 1061～1067

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Manabu Hatano, Kazushi Hayashi, Tatsuhiro Sakamoto, Yuma Makino, Kazuaki Ishihara 27

 １．著者名

10.1246/cl.160004

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Chiral Ammonium Hypoiodite Salt-catalyzed Enantioselective Oxidative Cycloetherification to 2-
Acyl Tetrahydrofurans

Chemistry Letters 353～355

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Muhammet Uyanik, Hiroki Hayashi, Hirokazu Iwata, Kazuaki Ishihara 45

 １．著者名

10.1002/anie.201510682

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Enantioselective Cyanosilylation of Ketones with Lithium(I) Dicyanotrimethylsilicate(IV)
Catalyzed by a Chiral Lithium(I) Phosphoryl Phenoxide

Angewandte Chemie International Edition 4021～4025

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Manabu Hatano, Katsuya Yamakawa, Tomoaki Kawai, Takahiro Horibe, Kazuaki Ishihara 55

 １．著者名



2019年

2020年

2019年

2019年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
ホウ素Lewis酸-キラルリン酸複合触媒を用いるマルチ選択的[2+2]/[4+2]付加環化反応

化学工業 634～642

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
波多野学，石原一彰 70

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
デザイン型Broensted酸触媒を用いるエナンチオ選択的アザ-Friedel-Crafts反応

触媒 298～304

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
波多野学，石原一彰 61

 １．著者名

10.1246/cl.190790

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Initiators for Radical Cation-induced [2 + 2]- and [4 + 2]-Cycloadditions of Electron-rich
Alkenes

Chemistry Letters 107～113

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Takahiro Horibe, Kazuaki Ishihara 49

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
デザイナーC2対称ジアミド型キラルヨードアレーン触媒

TCIメール 2～16

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
ウヤヌク ムハメット、石原 一彰 No. 182

 １．著者名



2019年

2018年

2015年

〔学会発表〕　計96件（うち招待講演　85件／うち国際学会　55件）

2018年

 ２．発表標題

グリーンプロセスインキュベーションコンソーシアム(GIC)平成30年度第59回研修セミナー、産業技術総合研究所東北センター（招待講
演）

 ３．学会等名

石原一彰
 １．発表者名

 ４．発表年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

ヨウ素触媒を用いる環境低負荷型酸化反応の開発

10.1007/3418_2015_143

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Broensted Acid/Lewis Base Hybrid Complexes

Top. Organomet. Chem. 91～120

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Hatano Manabu、Ishihara Kazuaki 62

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
ホウ素触媒でカルボン酸を自在に変換する！　アシロキシボラン中間体を鍵とするエナンチオ選択的変換
反応

化学 25～28

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
堀部貴大、石原一彰 73

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
堀部貴大，大村修平，石原一彰

ケミカルエンジニヤリング 297～304

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
塩化鉄(III)を用いた芳香族ラジカルカチオンの単離と反応性 64

 １．著者名



2018年

2016年

2015年

2015年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

The 98th CSJ Annual Meeting, Funabashi Campus, College of Science and Technology, Nihon University, Funabashi, Japan（招待講
演）（国際学会）

The 1st M&M SYNTECH Unit International Meeting 2016 (Host：最先端機能分子・材料合成技術ユニット（研究大学強化促進事業 最先端
国際研究ユニット）), VBL Hall, Nagoya University（招待講演）（国際学会）

The 2014/2015 Pacific Rim Frontiers in Chemistry Lectureship (Host: Professor Chang-Chun Ling), University of Calgary,
Alberta, Canada（招待講演）（国際学会）

The 2014/2015 Pacific Rim Frontiers in Chemistry Lectureship (Host: Professor Glenn Sammis), University of Biritish
Columbia, Vancouver, Canada（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Kazuaki Ishihara

Kazuaki Ishihara

Kazuaki Ishihara

Kazuaki Ishihara

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

Rational Design of High Performance Catalysts Based on Organoboronic Acids

Rational Design of High-Performance Catalysts Based on Acid-Base Combination Chemistry

Enantioselective Addition Reactions of 3-Butynoyl-1H-pyrazole Catalyzed by Chiral π-Cu(II) Complexes

Rational Design of High Performance Catalysts Based on Organoboronic Acids



2015年

2015年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

2020 GTR Seeds Seminar（Teamsによるオンライン開催）in ITbm/GTRコンソーシアム2020年度第5回ワークショップ（招待講演）

東亞合成株式会社R&D総合センター学術講演会（招待講演）

The 2014/2015 Pacific Rim Frontiers in Chemistry Lectureship (Host: Professor Dennis Hall), University of Alberta, Edmonton,
Canada（招待講演）（国際学会）

Asian Core Program Lectureship to Hong Kong2015 (Host: Prof. Pauline Chiu, the University of Hong Kong)（招待講演）（国際学
会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

石原一彰

 ３．学会等名

Kazuaki Ishihara

Kazuaki Ishihara

石原一彰

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

Rational Design of High Performance Catalysts Based on Organoboronic Acids

Rational Design of Supramolecular Acid-Base Catalysts

「ヨウ素」の力

酸塩基複合化学を基盤とする精密触媒の設計

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名



2020年

2020年

2020年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

岡山大学大学院自然科学研究科学術講演会（招待講演）

Chiral India 2020 "New pharmaceutical technologies: Shaping the future of drug development"（招待講演）

分子性触媒による高度分子変換技術第184委員会講習会（招待講演）

新春企画Zoom Webinar「新結合様式の開拓と機能の創製（招待講演）
 ３．学会等名

石原一彰

Kazuaki Ishihara

石原一彰

石原一彰

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

The Power of Oxidative Iodine Catalysis

キラルπ-銅(II)触媒を用いるアシルピラゾールのエナンチオ選択的α-ハロゲン化反応

高機能触媒設計のための新結合様式の開拓

酸塩基複合化学を基盤とする高機能触媒の設計

 １．発表者名



2021年

2021年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

名大鏡友会講演会（座長：西山久雄名誉教授）（Zoom）（招待講演）

日本化学会第101春季年会（国際学会）

Organic Seminar (Jiangxi Normal University)（招待講演）（国際学会）

2017 ACP Lectureship Award Lecture (Host: Prof. Ying Yeung Yeung, The Chinese University of Hong Kong)（招待講演）（国際学
会）

Kazuaki Ishihara

石原一彰

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Rational Design of High-Performance Catalysts Based on Acid-Base Combination Chemistry

環境に配慮した先進的機能触媒の開発を目指して

Chemoselective Transesterification of Methyl (Meth)acrylates Catalyzed by Sodium(I) or Magnesium(II) Aryloxides

Rational Design of High-Performance Catalysts Based on Acid-Base Combination Chemistry

 １．発表者名

 １．発表者名

Jie Qi Ng, Hiro Arima, Takuya Mochizuki, Kohei Toh, Kai Matsui, Manussada Ratanasak, Jun-Ya Hasegawa, Manabu Hatano, ◯
Kazuaki Ishihara

Kazuaki Ishihara



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

ISXB3 (3rd International Symposium on Halogen Bonding)（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

Kazuaki Ishihara

Kazuaki Ishihara

Kazuaki Ishihara

Kazuaki Ishihara

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

2017 ACP Lectureship Award Lecture (Host: Prof. Hoi Lun Kwong, City University of Hong Kong)（招待講演）（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Rational Design of High-Performance Catalysts Based on Acid-Base Combination Chemistry

Rational Design of High-Performance Catalysts Based on Acid-Base Combination Chemistry

Rational Design of High-Performance Catalysts Based on Acid-Base Combination Chemistry

Cooperative System of Chiral Lewis Base Catalysts and Halo-Lewis Acids for Enantioselective Halocyclization

 １．発表者名

2017 ACP Lectureship Award Lecture (Host: Ken Cham-Fai Leung, Hong Kong Baptist University)（招待講演）（国際学会）

2017 ACP Lectureship Award Lecture (Host: Prof. Ying Yeung Yeung, Chinese University of Hong Kong)（招待講演）（国際学会）



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Special Organic Syntheses Lecture (Host: Prof. Scott A. Snyder)（招待講演）（国際学会）

ICHIC 2018 (6th International Conference on Hypervalent Iodine Chemistry)（招待講演）（国際学会）

The Mini-Symposium on Boron-catalysed Amidation: from Theory to Practice at Durham University（招待講演）（国際学会）

Seminar (Profs. Kilian Muniz and Paolo Melchiorre)（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Kazuaki Ishihara

Kazuaki Ishihara

Kazuaki Ishihara

Kazuaki Ishihara

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

IBS-Catalyzed Oxidation of Alcohols

Rational Design of High-Performance Catalysts Based on Acid-Base Combination Chemistry

Rational Design of High-Performance Catalysts Based on Acid-Base Combination Chemistry

Rational Design of High Performance Catalysts Based on Acid-Base Combination Chemistry

 １．発表者名



2018年

2018年

2018年

2018年

大日本住友製薬　講演会（招待講演）

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

東京工業大学理工学院応用化学系 有機化学上級第五（医農薬化学）（３年生向け） ホスト：田中健教授（招待講演）

滝学園窓口　井戸康貴（進学指導主任）（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ２．発表標題

石原一彰

 ２．発表標題

石原一彰

石原一彰

石原一彰

第11回 フルオラス科学研究会

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

触媒をデザインして化学反応を自在に操る

酸塩基複合化学を基盤とする高機能触媒の設計

B(C6F5)3を触媒に用いる立体選択的Diels-Alder反応

酸塩基複合化学を基盤とする高機能触媒の設計

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

テクノフェア名大2018

テクノフェア名大2018

石原一彰

石原一彰

Kazuaki Ishihara, Manabu Hatano, Akira Sakakura, Haruka Okamoto, Taro Kawakami, Kohei Toh, Takuya Mochiuzki, and Hidefumi
Nakatsuji

石原一彰

ICCEOCA-13 (The 13th International Conference on Cutting-Edge Organic Chemistry in Asia)（招待講演）（国際学会）

豊西総合大学講座（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

触媒の匠工房

かたちあるプロトン酸(H+)触媒を分子設計する

Rational Design of Novel Chiral Polyprotic Acid Catalysts for Enantioselective Aza-Friedel-Crafts Reactions

分子を繋ぐ触媒をデザインする

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2018年

2018年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

IKCOC-14 (The 14th International Kyoto Conference on New Aspects of Organic Chemistry)（国際学会）

第11回有機触媒シンポジウム

第6回公開シンポジウム（招待講演）

3rd Edition of International Congress on Catalysis and Chemical Science（招待講演）（国際学会）

石原一彰

波多野学、阪本竜浩、水野智一、後藤優太、石原一彰

Kazuaki Ishihara

Kazuaki Ishihara

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

ボロン酸触媒を用いるカルボン酸の活性化

U字型キラル超分し触媒を用いるプロパルギルアルデヒドのマルチ選択的Diels-Alder反応の開発

Rational design of high-performace catalysts based on bcid-base combination chemistry

Rational Design of High-Performance Catalysts Based on Acid-Base Combination Chemistry

 １．発表者名



2018年

2019年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Organic Seminar (Shanghai Institute of Organic Chemistry, Chinese Academy of Sciences)（招待講演）（国際学会）

Organic Seminar (East China Normal University)（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Kazuaki Ishihara

 ２．発表標題

UYANIK, Muhammet（石原一彰の代理）

石原一彰

Kazuaki Ishihara

グリーンプロセスインキュベーションコンソーシアム(GIC)平成30年度第59回研修セミナー（招待講演）

名古屋大学オープンレクチャー2019（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Rational Design of Chiral Broensted Acid Catalysts Based on Acid-Base Combination Chemistry

ヨウ素触媒を用いる環境低負荷型酸化反応の開発

反応を自在にあやつる触媒づくりのはなし

Rational Design of Chiral Broensted Acid Catalysts Based on Acid-Base Combination Chemistry

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Organic Seminar (Shanghai Jiao Tong University)（招待講演）（国際学会）

Organic Seminar (Shanghai Institute of Materia Medica, Chinese Academy of Sciences)（招待講演）（国際学会）

Kazuaki Ishihara

Kazuaki Ishihara

Kazuaki Ishihara

Kazuaki Ishihara

Organic Seminar (East China University of Science and Technology)（招待講演）（国際学会）

2nd International Symposium on Precisely Deisigned Catalysts with Customized Scaffolding（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Rational Design of Chiral Broensted Acid Catalysts Based on Acid-Base Combination Chemistry

Rational Design of Chiral Broensted Acid Catalysts Based on Acid-Base Combination Chemistry

Rational Design of Chiral Broensted Acid Catalysts Based on Acid-Base Combination Chemistry

Rational Design of Chiral Broensted Acid Catalysts for Enantioselective Reactions

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Asian Core Program Lectureship to Korea 2016 (Host: Prof. Hee-Seung Lee, KAIST (Korea Advanced Institute of Science and
Technology)（招待講演）（国際学会）

Asian Core Program Lectureship to Korea 2016 (Host: Prof. Duck-Hyung Lee, Sogang University)（招待講演）（国際学会）

Asian Core Program Lectureship to Korea 2016 (Host: Prof. Do Hyun Ryu, Sungkyunkwan University)（招待講演）（国際学会）

第2回「有機分子触媒による高度分子変換技術」講習会　主催：研究開発専門委員会「有機分子触媒による高度分子変換」（招待講演）

Kazuaki Ishihara

Kazuaki Ishihara

石原一彰

Kazuaki Ishihara

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Multiselective Diels-Alder Reaction Induced by Chiral Supramolecular Lewis Acid Catalysts

Multiselective Diels-Alder Reaction Induced by Chiral Supramolecular Lewis Acid Catalysts

エステル・アミド縮合触媒及び酸化触媒の開発

Multiselective Diels-Alder Reaction Induced by Chiral Supramolecular Lewis Acid Catalysts

 １．発表者名



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

ヨウ素学会シンポジウム市民公開講座（招待講演）

あいちサイエンスフェスティバル2017「分子をつなぐキューピット!?」触媒を広げた化学の世界（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

石原一彰

 ２．発表標題

Kazuaki Ishihara

Kazuaki Ishihara

石原一彰

18th Tetrahedron Sympsoium Asia Edition（国際学会）

Organic Seminar (Institute of Microbial Chemistry)（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

ハロゲンに魅せられて：次世代触媒の研究戦略

Chiral Nuclophilic Amidophosphate-catalyzed Enantioselective Iodocyclization

Rational Design of Chiral Supramolecular Acid-Base Combined Catalysts

ヨウ素利用の現状と将来展望

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

フルオラス科学研究会第10回シンポジウム

CCEOCA-12/ARNCEOCA-3（招待講演）（国際学会）

石原一彰

Kazuaki Ishihara, Manabu Hatano, Katsuya Yamakawa

Kazuaki Ishihara

Kazuaki Ishihara

Chiral India 2017（招待講演）（国際学会）

1st Singapore Japan Germany Trilateral Symposium on Precision Synthesis & Catalysis（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

含フッ素ボロン酸触媒を用いる脱水縮合反応によるジペプチド合成

Enantioselective Hydrocyanation of Ketones and α,β-Unsaturated N-Acylpyrroles Catalyzed by Chiral Lithium(I) Phosphoryl
Phenoxide

Rational Design of Tunable Chiral Broensted Acid Catalysts for Enantioselective Reactions

Chiral Nucleophilic Amidophosphate-catalyzed Enantioselective Iodocyclization

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2017年

2018年

2017年

2016年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The 2nd M&M SYNTHECH Unit International Meeting 2017（招待講演）（国際学会）

日本化学会春季年会（招待講演）

日本化学会第97春季年会（招待講演）

共栄社化学株式会社奈良研究所講演会（招待講演）

Kazuaki Ishihara

石原一彰

石原一彰

Kazuaki Ishihara

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Rational Design of High-Performance Acid-Base Combined Catalysts

触媒の鍵穴制御による高次選択的反応の開発

第四級アンモニウム円触媒を用いるエステル交換反応

Boronic Acid-Catalyzed Dehydrative Condensation Reaction Directed towards Peptide Synthesis

 １．発表者名



2016年

2016年

2016年

2016年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

C&FC 2016 (Catalysis and Fine Chemicals 2016)（招待講演）（国際学会）

Chiral India 2016 (5th International Conference and Exhibition)（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Kazuaki Ishihara

 ２．発表標題

石原一彰

石原一彰

Kazuaki Ishihara

(独)日本学術振興会創造機能化学第116委員会　東海地区講演会（招待講演）

CSJ化学フェスタ（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Enantioselective Addition Reactions of 3-Butynoyl-1H-pyrazole Catalyzed by Chiral π-Cu(II) Complexes

酵素を凌駕するテーラーメイド触媒の開発を目指して

強力な研究室を作るためのマネジメント

nantioselective Addition Reactions of 3-Butynoyl-1H-pyrazole Catalyzed by Chiral π-Cu(II) Complexes

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2016年

2016年

2016年

2016年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

高知大学理学部応用理学科講演会（招待講演）

平成28年度有機合成化学協会東海支部若手研究者のためのセミナー（招待講演）

石原一彰

石原一彰

Kazuaki Ishihara

Kazuaki Ishihara

ICHIC 2016 (5th International Conference of Hypervalent Iodine Chemistry)（招待講演）（国際学会）

Westfaelische Wilhelms-University Muenster Seminar（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

テーラーメイド触媒の設計

有機反応の立体化学を触媒で自在に制御する

I(III)-Catalyzed Enantioselective Synthesis of Masked ortho-Benzoquinones and Related Reactions

Enantioselective iodocyclization reacions induced by chiral Lewis acid-base catalysis

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2016年

2016年

2016年

2016年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Ruhr University Bochum Seminar（招待講演）（国際学会）

Stockholm University Seminar（招待講演）（国際学会）

2nd International Symposium on Halogen Bonding (ISXB2)（招待講演）（国際学会）

第13回フッ素相模セミナー（招待講演）

Kazuaki Ishihara

Kazuaki Ishihara

石原一彰

Kazuaki Ishihara

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Cooperative Activation with Chiral Lewis Base Catalysts and N-Haloimides: Catalytic Enantioselective Iodocyclization

Cooperative Activation with Chiral Lewis Base Catalysts and N-Haloimides: Catalytic Enantioselective Iodocyclization

フッ素置換基を利用する触媒設計

Enantioselective iodocyclization reacions induced by chiral Lewis acid-base catalysi

 １．発表者名



2016年

2015年

2015年

2015年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Organic Seminar（招待講演）（国際学会）

Organic Seminar（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Kazuaki Ishihara

 ２．発表標題

石原一彰

Kazuaki Ishihara

Kazuaki Ishihara

協和発酵キリン株式会社　富士リサーチパーク 講演会（招待講演）

Organic Seminar（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Rational Design of Supramolecular Acid-Base Catalysts

有機反応を自在に操るための酸塩基複合化学

Rational Design of Supramolecular Acid-Base Catalysts

Rational Design of Supramolecular Acid-Base Catalysts

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2015年

2015年

2015年

2015年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Organic Seminar（招待講演）（国際学会）

平成２7年度前期（春季）有機合成化学講習会（招待講演）

Kazuaki Ishihara

石原一彰

Kazuaki Ishihara

石原一彰

第 39回内藤コンファレス　The chemistry of organocatalysts　「有機分子触媒の化学 」（招待講演）（国際学会）

有機合成夏期セミナー「明日の有機合成化学」（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Rational Design of Supramolecular Acid-Base Catalysts

酸塩基二重活性化を利用する高機能触媒の設計：アミド宿業反応及び不斉ヘテロ環化反応への展開

[C-3] Design of Supramolecular Catalysts for the Enantio-, Diastereo-, Regio-, and Substrate-Selective Diels-Alder Reaction

酸塩基複合化学を鍵とするキラル金属塩触媒の設計

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2015年

2015年

2015年

2015年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

HALCHEM VII (7th International Meeting on Halogen Chemistry)（招待講演）（国際学会）

第18回ヨウ素学会シンポジウム（招待講演）

第9回北里化学シンポジウム（招待講演）

フルオラス科学研究会第8回シンポジウム

石原一彰

石原一彰

石原一彰、魯彦会

Kazuaki Ishihara

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

ヨウ素触媒及び反応剤を用いる高選択的有機変換反応の開発

酸塩基複合化学を鍵とする触媒活性と選択性の制御

O-3　アミド脱水縮合反応に有効なフッ素含有フェニルボロン酸触媒：新たな展開へ

[L-15] Enantioselective halocyclizations induced by chiral base-acid cooperarive catalysis
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